












うとし（Curtin, 2003; Japan Times, 2004; Xinhua, 2003）、また今から14年前に書かれた山脇
らの共同論文では、日本が現在の経済を維持し、少子化による労働力の低下を埋めるには外国















Hypotheses Verification and Interpretation of the Precedent Study about 
Nikkei Brazilians living in Japan





















































悪影響を心配していたとされる（Gunde, 2004; Marsella & Ring, 2003; Douglass & Roberts, 
2000）。そこで白羽の矢が立ったのが日系人であり、彼らは血統が同じであり、文化的にも似
ているため好ましいと法的環境の整備が行われ、「出入国管理及び難民認定法」の改正法案が










































































18歳から69歳までの一世12）から四世だった（表 1 ,  表 2 ,  表 3 ）。回答者の74パーセントが二
世および三世で、平均来日時年齢は23歳と大半が10代から20代にかけて来日し（表 4 ）、平














40-49 4   （5.0%）








四世 6   （7.5%）
有効回答 77（96.3%）
無効回答 3   （3.8%）
表５　滞在年数
滞在年数 人数（%）
1年未満 5   （6.3%）
1〜 3 年 15 （18.8%）
4〜 10 年 31 （38.8%）
10年以上 27 （33.8%）
有効回答 78 （97.5%）







50-59 6   （7.5%）
60-69 4   （5.0%）
有効回答 79（98.8%）

























てもネガティブな感情」に 1 ランク減少したと回答した日系ブラジル人は 1 人で、来日前は
「ポジティブな感情」を持っていたが、来日後は「ネガティブな感情」に 1 ランク減少したと
回答した日系ブラジル人は 8 人、そして来日前は「とてもポジティブな感情」を持っていた















 表６　日本に対する感情（来日前） x 日本に対する感情（来日後現在）p=0.008












とてもネガティブ 0 0 1 1 2
ネガティブ 1 2 6 3 12
ポジティブ 0 8 35 7 50
とてもポジティブ 0 0 6 10 16
合計 1 10 48 21 80
前田　ひとみ160
仮説２：来日前と来日後のブラジルに対する感情の変化（ネガティブからポジティブへ）









に 2 ランク減少し、7 人は「ポジティブな感情」から「ネガティブな感情」に 1 ランク減少、




ティブな感情」と 1 ランク増加し、2 人は「ネガティブな感情」から「とてもポジティブな感





























とてもネガティブ 0 0 0 0 0
ネガティブ 0 0 1 2 3
ポジティブ 0 7 27 6 40
とてもポジティブ 0 1 9 25 35




















































































３）米国の移民数は約5600万人で、米国総人口の20パーセントを占めている（U.S. Department of 
State, 2005）。1997年、総人口に占める移民は、スイスは約19パーセント、ドイツは9パーセント、






５）次の原文を著者が要約した。“Contemporary Japan is a more multiethnic society than ever before 
with an increasing number of foreign workers having arrived since the mid-1980s （. . .）The 
‘newcomers’ voluntarily came to Japan from third-world countries in pursuit of economic benefits 
unattainable in their homelands; the strong Japanese currency and the shortage of labor made 























13）例えばGunde（2004）もTsuda（2003）と同じ見方を示し、“Their views of Brazil, which may 
have been quite critical when they resided in Brazil, became quite positive when they resided in 
Japan.”　と述べ、ブラジルに住んでいる時、日系ブラジル人のブラジルへの感情は批判的で、来日
後はポジティブに変化するというものだった。
14）次の原文を著者が翻訳した。“Being ‘Japanese’ in Brazil has many advantages since it not only is 
associated with high socioeconomic status but also involves a positive contrast between First 
World（Japan）and Third World（Brazil）and between Japanese and Brazilian culture. For the 
nikkeijin, the maintenance of a ‘Japanese’ ethnic identity becomes a way of differentiating 
themselves from the negative aspects of Brazilianness while affiliating themselves with the 
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